
事故概要説明

第１回

下水道工事での事故を踏まえた公共工事の安全対策検討委員会

令和６年１０月３０日

相模原市



【工事概要】
工事件名:公共下水道管きょ耐震化工事

（Ｒ６-4工区）
施工場所:相模原市中央区陽光台３丁目地内

【工事内容】

工事延⾧:L=151.4m

管 径:矩形 3,000㎜×3,000㎜

工 種 :管きょ更生工 L=147.0m

契約期間:令和６年６月２8日～令和7年３月10日

工事着手:管内事前調査 令和６年７月２９日～８月２日
管内清掃等 令和６年９月３日～９月１３日
更生製管作業 令和６年９月１７日～

【工事概要➀】
【目的】
緊急輸送道路である県道５０７号(相武台相模原)に埋設されている矢部雨

水幹線を耐震化し、被災時における下水管きょの能力維持及び緊急輸送道路
としての機能確保を図るもの。

至 相武台
至 県道507号

作業途中の製管状態（事故後）

既存下水道管の内側にライニング材
と呼ばれる補強材を用いて新たな管
を形成した後に一体化させる工法
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【工事概要②】

至 相武台
至 県道507号

工事位置図

矢部雨水幹線

市立光が丘小学校

至 相武台

至 国道16号

至 姥川

山見公園

施工場所:相模原市中央区陽光台３丁目地内

□3,000ｍｍ×3,000ｍｍ

No.3人孔
(換気孔)

No.0人孔
(作業孔)
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【事故前の作業従事者配置】

No.0人孔
（作業孔）

No.1人孔

No.2人孔

No.3人孔
（換気孔）

地上監視員

作業従事者の構成
元請け（現場代理人）:１名
１次下請け :１名
２次下請け :６名

計８名下流側

上流側

上流側

9月19日（木）
午前 9時30分 管内作業開始（管内作業７名、地上監視員１名）
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【事故当時の天候と雨水排水系統】

相模原消防署

工事箇所

緑が丘分署

10分間降雨量
15:30～15:40
相模原中央:8.0mm
緑が丘:0.0mm

10分間降雨量
15:40～15:50
相模原中央:16.0mm
緑が丘:10.0mm

相模原
消防署
(mm)

緑が丘
分署
(mm)

集水区域:約82ha集水区域:約82ha

雨量は相模原消防による観測値
No.0人孔No.0人孔
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【事故時発生時の経緯】

８名避難行動

No.0人孔
（作業孔）

No.1人孔

No.2人孔

No.3人孔
（換気孔）

9月19日（木）
午後 3時40分頃 地上監視員が雨雲確認、連絡のため入孔
午後 3時48分 大雨注意報発令
午後 3時55分頃 脱出人孔（Ｎｏ.０人孔）直下に到着、避難開始

８名中２名の避難が間に合わずに流される
午後 4時29分 現場から消防へ通報
午後 4時30分頃 現場から2名の連絡が取れない旨、監督員に連絡

引用:受注業者作成の事故報告書

15:40頃
避難連絡のため入坑

避難途中に
No.0人孔下において２名が
急激な増水により流される。

#5


